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看護学生のライフコース観に関する研究

一学生の志向および母親のライフコースとの比較一

高橋明美 1)

要旨

本研究は、看護専門職を目指す看護学生に対し、子どもへの興味と将来の結婚、子育て、就業

形態について調査し、どのようなライフコースを志向しているのかを明らかにし、さらに、学生

が小さい頃の母親の就業形態と学生が希望するライフコースとの比較を行ったものである。結果、

「子どもが好き」と回答した者は 81%で、子どもを好きな学生全員が将来子どもを持ちたいと回

答した。結婚については、 72%が将来結婚したいと考えていた。将来の子育てについて、「子ども

が小さい時は家庭に、大きくなったら働く」と「育休はとるが働き続ける」を合わせると 81%で

多くの学生が職業志向的なライフコース観を持っていた。また、学生が子どもの頃母親が専業主

婦であった者と常勤労働者であった者とを比較したが、子どもである学生は、いずれも職業継続

希望者が80%近くであり、両者に有意差は認められず、母親のライフコースに影響されることなく、

多くが職業志向的なライフコース観をもっていた。

キーワード:ライフコース、結婚、子育て、職業志向、家庭志向

I 緒言
わが国では、若者の未婚化・晩婚化が進行してお

り、これらが少子化の要因となっている。また、若

者が結婚を避ける理由として、学歴、労働環境、経

済的要因を挙げる調査結果もある 1)。さらに、被養

育過程における経験などが結婚や出産に対する考

え方に影響を及ぼしているという 2)。若者のライフ

コース観についての研究3) 4)では、「女性は家庭を

優先するといった伝統的な役割分業を支持する者ほ

ど、結婚後は家庭志向的なライフコース観を持ち、

もっと女性が社会進出を果たすべきという価値観を

もっ者ほど、職業志向的なライフコース観を持つJ

という。

看護学生は、看護師になるという明確な目標を

持っている。筆者の研究 5) では、看護学校への入

学動機として一番の理由は「一生働き続けられる仕

事だから」であった。「給料が良いH就職率が高い」

も重複して挙げており、看護師の資格は、将来の自

己実現および経済的安定につながると考えていた。

1)川崎市立看護短期大学

したがって、看護学生は自己の将来について職業志

向的なライフコース観を持っと考えられる。

そこで、看護専門職を目指す看護学生に対し、子

どもへの興味と将来の結婚、子育て、就業形態につ

いて調査し、どのようなライフコースを志向してい

るのかを明らかにしたいと考えた。また、学生の母

親のライフコースと比較し、学生が小さい頃、母親

が専業主婦で、あった者と母親が常勤労働者で、あった

者との間で、家庭志向と職業志向に差が出るのでは

ないかと仮説を立て実態、を調査したので報告する。

本研究におけるライフコース観とは、学生が将来理

想とするライフコースのことであり、結婚・子ども

を持つことの選択および子育てと就業形態のことを

しミつ O

H 研究目的
看護学生のライフコース観を調査し、さらに、学

生が子どもの頃の母親の職業と比較し、看護学生が

将来のライフコースをどのようにとらえているのか

を明らかにする。
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皿研究方法
1 研究デザイン

質問紙による実態調査研究

1)個人属性性別、年齢

2)自己の志向するライフコースに関する 7の評

価項目

各質問項目に対し 3~7 の選択肢から選ぴ、

その他は自由記載とした。

3)自分の子どもの頃の母親の職業に関する l評

価項目 7選択肢

2 対象 A看護短期大学2年生 79名

3 データ収集・2011年4月 12日、「小児看護概論J

の授業開始前に質問紙を配布し、研究の主旨を

伝え、回答時間を設定した。回収用封筒を用意

し、提出をもって同意とみなした。

4 データ分析:集計と分析は EXCELおよび統

計ソフト SPSS(Ver 11.5J)を用い、 単純集計、

クロス集計、 x2
検定、 一部多変量解析(因子

分析)を行った。

5 倫理的配慮

対象者に回答は任意である こと、無記名とし、

各自封筒に入れ密封することで個人が特定されな

いこと、成績には関係ないことを口頭と紙面にて

説明した。結果は次年度の授業に活用することと

本学紀要に掲載することと学会発表する旨を伝え

了承を得た。また、本学研究倫理審査委員会にて

審議され、承諾を得た。(承認番号 2011-R-1) 

町 結果

1)調査票の回収結果

調査票は対象者 79名中 73名から回収した(回収

率 92%)。内訳は女性的名、男性 4名で、年齢幅

は 18 歳~35 歳であった。 (表 I 表2)

表 2 年齢

18 21 26 31 
年

以 計~ ~ ~ 
齢

20 25 30 上

59 2 5 7 73 

2) 各質問項目の結果

22 -

(1) 将来結婚したいかという 質問に対し、「結婚

したい」と回答した学生は 53名 (72%)、「結

婚したくない」は 2名 (3%)、「わからない」

が 18名 (25%)であり、有意に「結婚したい」

が多かった (x2=55.918， p < .01) (図 1)。

次に、結婚したい理由を聞いた結果、「好

きな人と 一緒にいたい」が 38名 (50%) と

一番多く、次いで「一人は寂しい」が 20名

(26%)、「人間として成長したい」が 10名

(13%)で、「経済的に豊かになりたい」が l

名であった(図 2)0 Iその他」を回答した学

生は 7名 (9%)おり、「家族が欲しい」、「親

孝行したい」、「幸せになりたい」等の理由で

あった。一方、結婚したくない、わからない

と答えた学生の理由は「将来が的確に想像で

きないJ、「誰かに合わせて生活したくない」、

「一人の方が楽」、「メリットがない」、「相手

i E結婚したい E結婚レたくない ロわからない | 

3百

図1 将来結姥したいですかっ

図2結婚したい理由

|回大自子ぎ ロ情なほう 固あまり好きでない ロ嫌い|

図3 子どもが好きですか



がいなしリ、「将来の稼ぎ具合による」等で、あった。 クロス集計の結果、全員が「子どもを持ちた

(2)子どもの好き嫌いを聞いた結果、「大好き」 ぃ」と答えていた。逆に「子どもを持ちたく

と回答した学生は 30名 (41%)、「好きなほ ない」、「わからない」と回答した学生の理由

う」は 29名 (40%)で合わせて 81%であっ は、「育てる自信がない」、「自分に子どもが

た。「あまり好きでない」が 12名 (16%)、「嫌 出来るなんて想像できない」、「子どもを幸せ

ぃ」と回答した学生は 2名 (3%)で、有意 にできる自信がない」、「自分自身の世話で手

に「大好き、好きなほう」が多かった(図 3) 一杯J1独身貴族を楽しみたいj等であった。

( x 2=30.51，df=3， p < .01)。子どもが好きな理 (4) 将来の子育て方法についての質問に対し、「子

由は、「かわいい」、「癒されるJ、「幸せな気 どもが小さい時家庭に、大きくなったら働く」

分になれる」等であった。子どもが嫌いな理 と回答した学生が33名 (46%)、次いで、「育

由では、「どう接してよいかわからない」、「行 休はとるが働き続ける」が25名 (35%)、「結

動パターンが読めない」、「うるさい」等で、あった。 婚または第一子出産で家庭に入る」が2名、

(3) 将来子どもを持ちたいかという質問に対し、 「結婚はするが子どもはつくらない」が l名、

「持ちたい」と回答した学生は 59名 (81%)、 「結婚もしないし、子どもも作らない」が2

「持ちたくないJが5名 (7%)、「わからない」 名 (3%)、「結婚はしないが子どもはっく

が9名(12%)で有意に「持ちたいjが多かっ る」が 1名、「その他」が9名 (12%)であ

た (図4)(x 2=74.411， df=2， p < .01)。 り、 81%の学生が子どもを持っても働くこと

また、子どもを持ちたいという理由では、「好 を希望していた(図 6)(x 2= 100.082， df=6， p 

きな人の子どもが欲しい」と回答した学生が <.01)01その他」の理由では、「結婚相手に

24名 (27%)、11tl1のつながった家族が欲しい」 よって変化するJo1経済状況をみてケースパ

が 20名 (22%)、「人間として子どもと共に成長 イケースで」、「今は考えていなしづ等で、あった。

したいjが 24名 (27%)、「親の気持ちを知り (5) 学生の子どもの頃の母親の職業を聞いた結

たいjが 14名(15%)、「その他jが8名(9%)(図 果、「専業主婦」と回答した学生が 30名

5)で、その理由は「子育て出来るか不安だけ (42%)、「常勤労働者Jが 18名 (25%)、「経

ど子どもが欲しいJ、「子孫繁栄のため」、「親に 営者(自営含む)Jは3名 (4%)、「パート労

孫を見せたい」 等で、あった。 働者」は 19名 (26%)、「母親がいなかった」

さらに、子どもが好きと回答した学生との が2名 (3%)であった(図7)

|国持ちたい ロ持ちたくない ロわからない|

図4 将来子どもを持ちたし lですか 図6 将来の子育て方法

田好きな人の子どもが欲しい 白血のつながった家族が欲1しい |回専業主婦日常勤労働者 園経営者(家業含)ロパ」卜労働者 ロいなかった|

図人間とじて子どもと共に成長したい ロ親の気持ちを知りたい

ロその他 11 3覧

図5 子どもを持ちたい理由

4% 

図7 あなたが子どもの頃のお母さんの職業は
27% 
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( X 2=38.97， P < .01)。
3)回答者が子どもの頃の「母親の職業」と回答者

の「将来の子育て方法」とのクロス集計結果

回答者が子どもの頃母親が専業主婦の場合 (30

名)では、「子どもが小さい時家庭に、大きくなっ

たら働く」と回答した学生が 16::g，(54%)、「育

休はとるが働き続ける」が7名 (23%)、「結婚ま

たは第一子出産で家庭に入る」が2名 (7%)、「結

婚もしないし子どももつくらない」が l名であっ

た。「その他」と回答した学生は4名であった(図

8)。

回答者が子どもの頃母親が常勤労働者の場合

(18名)では、「子どもが小さい時家庭に、大き

くなったら働く」、「育休はとるが働き続けるJの

いずれも 7名 (39%)ずつであった。「結婚はす

るが子どもはつくらない」が l名、「その他」が

3名であった(図 9)。

母親が専業主婦であろうが常勤労働者であろう

が回答に差はなく、「子どもが小さい時家庭に、

大きくなったら働く」と回答する学生が一番多く、

次いで「育休はとるが働き続ける」であり、有意

差は得られなかった(x 2=5.23， df=6， ns)。

4)因子分析の結果

将来結婚したいと回答した 53名のうち、す

べての項目に回答の漏れのなかった学生 50名

(n=30) 

ロ結鑓または亘ーす出i重C翠l廷に入。
ロ子どもが小さいとき葦庭|こ、大きくなったら働K
E育悼はとるが働き飼Tる
日結援はするが子どもはつくらない
・結婚もυないし子どももつくらない
ロ結婚はしなl;が子どもはつくる
ロその他

5% 

39 
図9母親が常勤労働者の子の将来の子育て方法

(n=18) 

を抽出し、性別、年齢を含む 9項目の回答を

集計して因子分析を行った。主因子法および

Kaiserの正規化を伴うプロマックス回転にて 2

因子が抽出され、第 I因子を「子育て観」、第

2因子を「家族形成結婚観」と命名した(表3)。

さらに、回答者個人の第 l因子得点と第 2因子

得点を求め、直行座標にプロッ トした結果(図

10)、第 l因子得点がプラスの学生は子育てに

対し「子どもが小さい時家庭に、大きくなった

ら働く」と回答し、第 l因子得点がマイナスの

学生は「育休はとるが働き続けるjと回答して

おり二分されていた。また、第 2因子得点がプ

ラスの学生(図 8一一一一一一一一)は「好き

な人の子どもが欲しい」と回答し、第 2因子得

点がマイナスの学生(図 8一ーーー一一一一一)は

「人間として子どもと共に成長したい」、「親の

気持ちを知りたい」と回答し、これも二分され

ていた。すなわち、「好きな人の子どもが欲しい」

と回答した学生は、「子どもが小さい時家庭に、

大きくなったら働く」と考え、「子どもと共に

成長したい」、「親の気持ちを知りたい」と回答

した学生は、「育休はとるが働き続ける」と考

えていた。

V 考察
1 )将来の結婚 ・子どもを持つことについて

人口問題研究所の調査6)によると、いずれは結

婚しようという未婚の割合は 9割程度で推移してお

り、結婚願望が決して低くないにもかかわらず、「適

当な相手に巡り合わない」、「仕事(学業)に打ち込

みたい」、「経済的理由Jなどを未婚の理由にしてい

る若者がふえており 、結婚することが自己実現のさ

またげになると考える傾向にあるという 。また、現

状は晩婚化、生涯未婚の割合が増加している 6)7jo

A看護短期大学学生は、「将来結婚したいjが72%で、

結婚願望は前出 6)の結果より低かった。次いで「わ

からない」が 25%、「結婚したくない」が 3%であっ

た。結婚したい理由は家族を作りたい願望が主で、

「わからない」、「結婚したくない」理由は、将来の

予測がつかないことや他人と生活することに抵抗を

感じている内容が多かった。前出調査7lからみると、

A看護短期大学学生の場合は、自己実現の妨げにな

るというところと一致しているが、結婚願望につい

ては、「今は考えられない」、「将来どうなるかわか

A
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第 1因子名=子育て観

第 2因子名=家族形成結婚観

ハ。~-ン行列

元デ-~ 再 調 整

因子 因子

2 2 

子育て方法 1.328 -0.124 0.959 0.090 

性別 -0.072 0.017 0.365 0.086 

年齢 0.288 0.116 0.285 0.115 

親の職業 0.294 0.118 0.224 0.090 

子どもを持ちたい理由 0.318 1.131 0.218 0.776 

結婚したい理由 -0.178 0.612 -0.191 0.660 

子どもが好き 0.013 0.186 0.019 0.279 

表3

因子抽出法:主因子法

回転法 Kaiserの正規化を伴うプロマックス法

」長

蛇
トト -0.5∞ 
E 
~ -1.000 
掠

-1.500 
・2.00。

2.000 

0.500 

3.000 

2.500 
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1.000 

0.000 
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曜
宮
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瀧
端
情
)

4.000 3.000 

持を知りたい)

0.000 1.000 2.000 

第1因子得点〈子育て観)

-1.000 

因子得点散布図

いた時期と一致し、 A看護短期大学学生も結婚した

い理由の「家族が欲しいjや子どもを持ちたい理由

の「血のつながった家族が欲しい」など血縁願望を

強く持ったと考えられる。さらには子どもと共に成

長し、親となって自分の親の気持ちに近づきたいと

答え、子どもを持つことが自己実現につながると考

えていた。これは、子どもに対するイメージが肯定

的な学生が多く、被養育過程での体験、すなわち母

子ともに愛情深く自律を促されて育ったという養育

体験の世代間伝達が良好で、あると予想できる。「若

者は結婚や出産、育児について肯定的にとらえられ

るような体験や情報を得ると、結婚観が肯定的にな

戸

h
dつ臼

図 8

らない」など、結婚を現実問題としてとらえ、「わ

からないJと回答したと察する。

一方、子どもが「大好き」、「好きなほう」という

者が81%を占め、将来子どもを「持ちたい」と答

えたのが81%で、子どもを好きという者全員が子

どもを持ちたいと答えていたn 高橋らの研究8)では、

「東日本大震災後、人は結婚すべきであるし、結婚

したら子供を持つべきであるという伝統的な考え方

の人が増加し、家庭についての考え方は、夫婦、親子、

兄弟姉妹などが愛情を育む場と考える人が増えてい

た」という。これらは、調査した時期が東日本大震

災直後であったため、家族の大切さを国民が感じて



り、否定的な体験や情報を得ると、結婚観に否定的

に作用する」と竹原らの研究9)で明らかにしている。

子どもを「持ちたくないJ、「わからない」の理由で

は、「育てる自信がない」ゃ「子どもを幸せにでき

る自信がない」という答えがあり、被養育過程の問

題なのか、子どもを育てる環境の問題なのかは明ら

かにできなかった。

2)将来のライフコース観と学生の母親のライフ

コースとの比較について

清水らの研究 10)では、「大学生女子の理想のライ

フコースは仕事と家庭の両立であり、出産後の復職

希望は、看護系学生 60%、女子大生 48%で、看護

系学生は全員が結婚・出産後も就業継続の意志を

持っているのに対し、出産を機に退職希望者は女子

大生では 14%であった」と報告している。さらに、

看護系学生は就職や出産、子育てを身近な問題とし

て捉えており、子育て後の再就職や子育て支援にも

関心が高かったとしている。また、渡遅ら11lは「職

場での人間関係を重視する女性ほど、就業継続や一

時離職といった仕事に携わるライフコースを選択す

る」という。

A看護短期大学の学生は将来の子育て方法につい

て、 81%が子どもを持っても働くことを希望してい

た。結婚または第一子出産で家庭に入ることを希望

しているのはわずか 3%であり、清水らの結果より

就業継続希望者が多かった。 A看護短期大学学生に

は、就職や経済的安定が自身のキャリア形成と子育

てを両立できるという理想のライフコースを進んで

いける要因となっていることと、看護という人との

関係を重視した職業であることが就業継続希望の多

い理由と考えられる。

また、学生が子どもの頃の母親の就業形態と結婚、

子育ての希望を聞いた結果では、母親が専業主婦で

あった学生は結婚・出産を機に家庭に入るという家

庭志向の者が多いのではないかと考えていたが、家

庭に入ると回答した者はわずか2名であり、 79%の

者が就業継続つまり職業志向であった。母親が常勤

労働者であった者では、家庭志向は Oであり、職業

志向が78%で、両者に有意差は認められなかった。

羽根ら 12)の看護学生に対する研究によると、母親

のとった自己のライフコースにかかわらず子どもに

は再就職コースを望む傾向にあり、子ども自身は再

就職コースおよび育休以外は就業継続希望が80%

以上で、母親のライフコースおよび母親が子どもに

期待するコースの聞には有意差が見られなかったと

報告している。 A看護短期大学学生も母親のライ

フコースに影響されず、多くが職業志向的なライフ

コース観をもっていた。このことは、学生が結婚や

子育てに対し、多様な考えを持っており、専門職者

として育っていくためには望ましい結果であるとい

える。

3)将来の結婚・子どもを持つことと就業形態につ

いて

将来結婚を希望する学生の回答より因子分析をし

た結果から、「好きな人の子どもが欲しいJと回答

した者は、子育て方法について「子どもが小さい時

家庭に、大きくなったら働く」と回答し、「子ども

と共に成長したい」、「親の気持ちを知りたい」と回

答した者は「育休はとるが働き続ける」と回答して

いた。これは、「好きな人の子どもを産むこと(夫

への愛情)J対「夫や子どもに左右されない人間と

しての生き方」に分かれていると考えられる。言い

かえると、「好きな人の子どもが欲しい」者は、子

どもが小さい時は家庭志向であり、大きくなったら

働くという職業志向に転換する。「子どもと共に成

長したい」、「親の気持ちを知りたい」者は、育休は

とるが働き続けるという最初から職業志向を持って

いると言える。 A看護短期大学学生は、結婚や子ど

もを持つことに漠然とした憧れの者と、前出の研究

結果 10)のように将来を見据え、現実的なライフコー

スを希望している者とに二分化されていることがわ

かった。今後 A看護学生の成長を期待し、看護学

の学習が進むにつれ、ベストな自己のライフコース

選択ができるよう結婚観、子育て観、看護観を持っ

ていけるような支援・教育をしたいと考える。

4)研究の限界と今後の課題

今回の調査では、看護学生のライフコース観の内

容が、結婚、子ども、将来の就業継続について短絡

的な質問項目となり、結婚についての相手への期待

や子どもの育て方、仕事に対する考え方などについ

ては調査していないため、結果が単純なものになっ

た。また、対象者は女性が69名で、男性が4名と

少なく、男性のみを取り上げて検討できなかった。

さらに、既婚者も数名いたがフェイスシートに項目

を入れず、自分の独身の頃を思い出して回答しても

らったものであり、既婚者もていねいに検討する必

要があったと反省する。

これらは、今後の課題であり、授業、演習、実習
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の節目に横断的な調査を行っていきたいと考える。

羽結論
A看護短期大学学生の自分の将来のライフコース

観(結婚・子育てイメージ)は以下であった。

(1) 結婚について 72%の学生が「結婚したい」

と志望し、「結婚したくない」と比べ有意で

あった。

(2) 結婚したい理由、子どもをもちたい理由は「好

きな人と一緒にいたい」、「好きな人の子ども

が欲しい」がそれぞれ一番多かった。

(3) 子どもを「大好きJr好きなほう」と回答し

た者と、「子どもを持ちたいJと回答した者は、

「嫌い」、「持ちたくない」と回答した者より

有意に多く、子どもを好きという者が全員「子

どもを持ちたい」と答えていた。

(4) 将来の子育て方法は「子供が小さい時家庭に、

大きくなったら働く Jが最も多く、次いで「育

休はとるが働き続ける」で全体の8割近くを

占め、職業志向的ライフコースを志向していた。

(5) 学生が子どもの頃の母親が専業主婦の場合で

は、「子どもが小さい時家庭に、大きくなっ

たら働く Jと回答する者が多く、「育休はと
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